
令和元年度立正大学 FD活動について
� 立正大学長　吉川　　洋

　FD は、平成10年の大学審議会答申「21世紀の大学
像と今後の改革方策について ― 競争的環境の中で個
性が輝く大学」での提言を受け、大学設置基準におい
て努力義務となりましたが、さらに平成20年「大学は、
当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組
織的な研修及び研究を実施するものとする。」（第25条
の３）により、いわゆる「FD の義務化」が制度化され
ました。以来、10年が経過しました。
　この間、立正大学における FD 活動は、平成19年度
の FD 推進委員会（平成23年 FD 委員会に改称）設置
を皮切りに、大学 ・ 大学院、各学部 ・ 研究科において
教育の質保証の確保 ・ 教育力向上に邁進し、多くの成
果を上げてきました。
　学生の多様化 ・ 大学教育へのニーズの変化など大学
を取り巻く環境が急速に変わる中、学習者中心の教育 ・
学習成果を基盤とした質保証といった大学教育の質的
転換が求められています。その成否と評価が大学の生
き残りを大きく左右することは、言うまでもありませ
ん。立正大学も建学の精神と教育ビジョン『「モラリス
ト×エキスパート」を育む。』を基盤として、GPA 制

度 ・ 授業改善アンケートの導入、シラバスの Web 化
と内容の充実、三つの方針やカリキュラムマップの策
定、そして文部科学省が実施する大学教育再生加速プ
ログラム（AP）採択によるアクティブ ・ ラーニング
の推進等、鋭意対応を進めてきました。こうした取組
みと併せ、教育制度への理解やアセスメントを促す機
会の創出、授業のピアレビューや研修会の開催、新た
な教育手法の導入支援等、教学マネジメントと連動し
た FD 活動に取り組んでいます。
　本年度の FD 活動は、「教育の質保証に向けた取り組
みの実質化」をテーマに、教学組織とより緊密に連携
した組織運営による活動の活性化と実質化を図るなか
で、いまだ顕在化していない取り組みを開花させ、新
たな大学教育が求められる時代において本学が評価さ
れ、選ばれる大学として発展していくための革新的な
試みが課題となります。
　すべての教員と職員が、教育への不断の工夫と積
極的な参画により、本学が豊かで質の高い教育を担う
公器であり続けるよう共に歩んでいきたいと考えてい
ます。
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平成30年度 立正大学ベスト ・ クラス賞　受賞者紹介

授与式日時
平成31年３月15日（金）13:30～
………………………………………………………………
　立正大学では、平成27年度より教育方法の工夫また
改善に取り組み、質の高い授業を実践したことが認め
られた授業科目および授業担当教員に「立正大学ベス
ト ・ クラス賞」を授与し、顕彰しております。
　授業改善アンケートの結果から、平成30年度は「授
業内容理解度」「新しい知識や考え方習得度」などを優
先項目として評価し、４つの授業科目が選出され、担当
教員への授与式が開催されました。以下、授賞者をご
紹介いたします。

　教育で最も大切なことは、生徒との「信頼関係」だ
と思っています。特に生活指導の場合、生徒との信頼
関係が無ければ上手くいきません。34年間の教育実践
をもとにした生徒との信頼関係の作り方について、具
体的な実践例を示しながら、教えています。また、教
育の主体は子どもであり、子どもの権利を侵害する生
活指導（体罰等）は許されません。子どもの権利条約
を教えることにより、子どもの権利を理解してもらい
ます。なお授業形態はＱ＆Ａ方式です。学生全員の名
前を憶え、授業内に最低１回は学生に質問して授業に参
加してもらっています。

　この授業は、３年後には主に小学校の教員になる学生
たちが受講しています。社会科を暗記教科と思っている
学生の意識を転換し、考えさせる授業ができる教員を育
てることがねらいです。毎回テーマに関する基礎的理論
について説明した後に、教員が小学校の教師役、学生が
児童役になり、模擬授業形式で行われます。時々教員が

「どのように発問すれば、子どもたちは問いをもてるでしょ
うか」「このように資料を見せると子どもは意欲的に発言
しますよ」などと指導のポイントを考えさせたり示したり
します。学生の態度がかなり前向きなので、私も未来の
教師を育てる授業に思わず熱が入ってしまうのです。

　この度の受賞に際しまして、共に授業を作り上げてく
れた学生の皆さん、実践を受け入れて下さった熊谷キャ
ンパスの子育て支援センター「ベアリス」の利用者様
に、感謝申し上げます。本授業の目的は「学生に教育実
践力をつける」ことです。何回かの授業の後、教員が

「ベアリス」の利用者親子の皆さんにリトミックを実践
します。「音楽」「動き」「対話」によって、子どもの表
現が引き出される様子を見て、学生達は自分の「教師
像」をイメージできるのです。今後も、子ども ・ 学生 ・
教員が相互に学びあう授業を目指したいと存じます。

　詳細は次ページの「受賞科目紹介」をご覧ください。

土肥　信雄　先生
（非常勤講師）

授業名：生活指導の研究ⅡＡ
受講者数：37名

石橋　昌雄　先生
（社会福祉学部　子ども教育福祉学科
　特任准教授）

授業名：初等教科教育法（社会）
受講者数：45名

板野　晴子　先生
（社会福祉学部  子ども教育福祉学科  教授）

授業名：音楽ⅡＡ
受講者数：44名

ゲーリー ・デンドウ　先生
（文学部　文学科　教授）

授業名：Current English 1
受講者数：39名
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平成30年度 ベスト ・ クラス賞受賞者　ゲーリー ・ デンドウ先生　受賞科目紹介

ゲーリー ・デンドウ　先生（文学部文学科　教授）
授業名：Current English 1
受講者数：39名

News Quiz を軸とした授業展開

　この科目では時事英語を題材に、リーディングスキ
ルとボキャブラリーの向上、そして文法の復習を行っ
ています。またグループ学習を通して、英語による自
己表現力の獲得を目指しています。
　時事英語を扱う主な目的は、学生のニュースへの関
心を高め、世界観を広げることです。「グローバル化」
の需要が日に日に高まる中、「グローバル」に意識を発
展させるためには、政治的、社会的、経済的、文化的
なニュースへの関心が、まず必要です。そのうえで、
そのニュースに対して自らの意見を述べる能力も非常
に大切です。当然ながら、こうした目標の達成には、
英語の４技能（読む、聞く、書く、話す）の向上が不可
欠であり、毎回の授業では、こうした機会をバランス
よく学生に与えることを心がけています。
　授業の進め方は何十年間も試行錯誤してきました。
時事英語を活用したディスカッションはハードルが高
く、学生の英語能力にも大きな差があります。こうし
た条件の中で、どのような授業にすれば学生全員がつ
いてきてくれるのか、いろいろ悩んできました。その
結果、右図のプロセスを15回の授業を通じて繰り返す
ことになりました。

教員と学生相互の高いモチベーションが良い授業 ・学習環境を生み出す

　学生のモチベーションは教員に起因すると考えてい
ます。ある英語教育の研究によりますと、英語学習者
のモチベーションに最も影響を与えるのは教員自身の
モチベーション、関心と取り組みであるとの報告があ
ります。教員は学生の見本であり、学生は教員に倣う
のです。つまり、教員が授業に対して意欲的であれば、
学生たちも刺激を受けて、ベストを尽くそうとするの
です。このような教員と学生相互の高いモチベーショ
ンが良い授業 ・ 学習環境を生み出します。
　この授業ではテキストを用いません。その分教材作
りとレポート添削に非常に力を注いでいます。学生が
興味関心を持てる教材を毎週提供することや、一人一
人のレポートを丁寧に添削し、分からないところは学
生と確認し、理解できるようにするなどの努力を惜し
まず臨んでいます。
　英語力とニュースへの関心は、専攻を問わずとても
大事なことです。就職活動に役立つばかりでなく、グ

ローバル社会での活躍にも必要なことです。今回この
ような賞をいただけたことは、勉強する価値を理解し
ている学生が集まり、純粋に一生懸命に勉強に励んで
くれたお陰であると感じています。私が教員の道を選
んだ理由と、そのやりがいを改めて思い出させてもら
いました。学生に感謝しています。
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News Quiz を用いた授業プロセス 

授
業
① 

ボキャブラリーと発音の確認 

➥ News Quiz の音読 

➥ 教員による音読 

➥ 英語でコメントと解説 

➥ 英語レポート課題 

（Quiz からテーマを選び、自身で調べた内容

と感想や意見を記載するよう指導） 

授
業
② 

ボキャブラリー確認 

➥ News Quiz の音読 

➥ 単語テスト 

➥ 課題レポートの音読 

➥ レポート回収 

授
業
③ 

添削したレポートの返却 

➥ レポートの間違いを中心に文法の復習 

➥ 新しい News Quiz で、同じプロセスを実施 

Pair Work

Home Work

Pair Work

Pair Work

Pair Work
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動画教材活用授業見学会実施報告

　大学教育再生加速プログラム（AP）事業の一環として、令和元年度は予習用動画をはじめとする動画教材活
用授業を全学部学科にて実施しています。動画教材を活用した授業への理解を広め、今後の普及と教育活動の活
性化を図るため、授業を担当する先生にご協力いただき「動画教材活用授業見学会」を開催しました。

　授業で使用する Google Map® の操作法を動画で解
説。授業内の活動時間を確保するだけでなく、授業中
に操作に迷った際のリファレンス資料として活用され、
スムースに演習に取り組むことができました。

　解説パートを動画化し、授業ではピア活動を取入れ
た確認テストやディスカッションを実施しました。大
教室での学習活動をマネジメントする様々な工夫を取
入れた取り組みとなりました。

　次回授業のトピックスを提示。授業の聞きどころを
おさえるとともに、高度な専門知識を扱ううえでの予
備知識を解説します。図版や画像を盛り込んだ、飽き
させない工夫で授業への接続を図りました。

　授業の予習としてだけでなく、自主練習（復習）教
材としても活用でき、知識 ・ 技術の定着を促しました。
SA が出演する１分動画という親しみやすさ、レッスン
の楽しさを感じる内容となりました。

▶�事前にマッピング方法を示していたので、グ
ループワークの時間にすぐ入ることができ、
有効と感じました。

▶�予習を促す手段として、また授業時にも動画
を見ながら作業でき、機能していた。

▶�何回も巻き戻して聞き逃したところを確認で
きるので、理解が深まります。

▶�確認テストは良い方法。20分の動画は長いが、
完全な反転授業をするなら、その程度の長さ
は必要。

▶�事前学修として可視的な情報にふれることが
できるのは、授業をスムースに進めるために
とても有意義と感じました。

▶�図版が多く、ポイントとなることを少なめの
言葉でまとめてあり、分かりやすい。

▶�前の授業の復習ができてよかったです。

▶�分かりやすくて良かったです！明るい話し方
で見るのが楽しいです！

▶�前の授業の復習ができてよかったです。

予習用動画でマッピング方法の解説（４min）

授業の解説パートを動画で（20min）

次回授業の聞きどころを解説（７min）

練習方法を動画化して予復習に（１min）

授 業 名：「経済フィールドワークⅠ」
担当教員：外木　好美　先生（経済学部）

授 業 名：「東アジアの文化と社会１」
担当教員：田中　有紀　先生（経済学部）

授 業 名：「日本史特講３」
担当教員：佐多　芳彦　先生（文学部）

授 業 名：「保育内容の理解と方法ⅠＥ」
担当教員：板野　晴子　先生（社会福祉学部）

参加者 ・学生からの声

参加者 ・学生からの声

参加者 ・学生からの声

参加者 ・学生からの声

Voice!

Voice!

Voice!

Voice!
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令和元年度 新任教職員ＳＤ研修会開催報告

日　時：令和元年６月５日（水）13:45～17:30
場　所：品川キャンパス１号館４階第７Ｂ会議室
参加者：25名（教員16名、職員９名）

【令和元年度】新任教職員 SD 研修会プログラム
１.	〈開会〉
	 研修内容説明、資料確認等
２.	〈役員講話〉
	 理事長講話、学長講話
３.	〈講義〉
	 「大学を取り巻く周辺動向と立正大学の現状」
４.	〈グループワーク〉
	 テーマ別グループワーク、成果発表
５.	〈全体のまとめ、閉会〉
	 グループワーク講評、閉会挨拶

� 地球環境科学部環境システム学科　平田　英隆
………………………………………………………………
　本研修会は、理事長と学長の挨拶からはじまりまし
た。理事長は歴史的な背景を軸に建学の精神について、
学長はイノベーションをキーワードに大学改革につい
てお話しをされました。お二方の講話を聴き、本大学
の一員として精進していこうという気持ちがより一層
強まりました。
　次に、総合経営企画課による、大学を取り巻く周辺
動向と立正大学の現状に関する講義がおこなわれまし
た。この講義を通じて、立正大学の様々な側面を知る
ことができました。また、18歳人口の減少の影響を示
す具体的な数値や最新の教育政策の解説があり、大学
が置かれている現状についてリアリティをもって理解
することができました。

　本会の最後には、グループワークが行われました。
私のグループは、「18歳人口減少社会を生き抜くための
立正大学の課題」について討議しました。はじめは議
論の方向性が定まらず苦心しましたが、お互いに意見
を出し合い、議論する中で、話がまとまっていきまし
た。大学教職員として興味のある話題ではありますが
日常では日々の職務に追われ、なかなかこのようなこ

とを深く考える機会がないのは私だけではないと思い
ます。しかしながら、このような機会さえあれば教職
員から多種多様なアイディアが湧いてくるということ
を今回の研修会を通じて実感しました。今後、大学改
革に係る議論を深めていく上で今回実施したような教
職員によるグループワークは有効な手段になるのでは
ないかと感じました。

� 熊谷学事課　野上　小百合
………………………………………………………………
　研修会では、はじめに「大学を取り巻く周辺動向と
立正大学の現状」の講義が行われ、本学の就職率や退
学率などのデータ、また大学教育再生加速プログラム ・
私立大学研究ブランディング事業など、本学が推進す
る各種取り組みについて学びました。入職するにあた
り、本学について、また大学を取り巻く問題について
勉強してきたつもりでしたが、まだまだ認識が甘い部
分が多く、知識の乏しさを痛感しました。本学の強み
と弱みを再認識し、今後どのように職務に取り組んで
いくかを考える良い機会となりました。
　その後は教職員協働でグループワークを行いました。
私たちのグループは「18歳人口を生き抜くための立正
大学の課題」をテーマに、直前に受けた講義を踏まえ、
本学への志望度が低い学生が多いという課題について
話し合いをしました。最初は PR 方法を中心に解決策
を見出そうとしていましたが、話し合いを続けるうち
に、まず何よりも在学生の満足度の向上が将来的に本
学への志望度につながるのではないか、という結論に
至りました。教職員一人ひとりの経験談から在学生の
サポートをどう行うべきかについて意見を出し合い、
この課題の解決には、教職員一丸となって取り組むと
いう意識が必要であると感じました。
　この研修で職員だけではなく教員の方々とも交流を
深めることができ、研修内容はもちろん、また違った
側面でも有意義な時間を過ごすことができました。今
後も教員の方々との関係を大切にしつつ、本研修で学
んだことを業務に活かせるよう、職務に励んでまいり
ます。
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　今回は、経営学部の教育の質向上に向けた取り組み
として、「経営総合特論」での事例にスポットを当てお
話を伺いました。

〈インタビュー日時〉
令和元年７月20日（土）16:10～17:10
立正大学　品川キャンパス１号館第２会議室

―�本日はお忙しいところお時間をいただきましてあ
りがとうございます。初めに、「経営総合特論1/
B」について概要をご紹介ください

　本講義は、東京中小企業家同友会（以下、同友会）
と連携を取り実施しているユニークな授業で、20年以
上続く人気のある講義です。経営者を中心に、企業の
社長、会計士、税理士など14名ほどに登壇いただき、
実に多様な視点から、大学の教授陣では教えきれない

「現場の感覚」をお話していただいています。
　講義内容については、大学が過度に介入することは
せず、同友会にお任せすることで、より企業の実態が
伝わる内容となっています。同友会としても、今の学
生に理解してもらいたい点があると思いますし、学生
がそれを理解することが目的の一つであると考えてい
ます。

―�本講義は２年生以上の共通基礎科目の一つとして位
置づけられていますが、その意図をお聞かせくだ
さい

　この講義は２年生での受講を推奨していますが、その
理由は大きく２点あると考えています。１点目は、早い
段階から受講することで、企業や経営に関して多様な

視点や考え方が身につき、自身の将来を見据えた大学
生活を過ごすことができるようになる点です。もう１点
は、他の科目との有機的な繋がりを構築できる点です。
　具体的に言いますと、社会人、特に経営学部卒業生
の必須スキルとして、法律 ・ 会計 ・ IT 知識 ・ 英語能力
があります。これらは企業側からも求められるスキル
であり、会議の場では少なくともこれらの領域の単語
は聞いたことがあるというレベル、専門家と対等に話
せるだけの知識を持つということが必要になります。
経営者のお話を通して、学生がそれを感じ取り、他科
目の学習に意欲 ・ 関心を持って取り組む好循環が生ま
れます。そういった側面からも、ある程度の基礎を終
え、専門領域に一歩踏み込んだ学びが始まる２年次に本
講義を受講することは、大きな意味を持つと言えるで
しょう。
　近年、企業経営における意思決定のスピードは速く
なっています。例えば、英語の資料も訳している暇が
ない。つまり、英語のまま理解し、判断をしなければ
ならない状況に置かれることが多いのです。自分自身
の能力や知識で判断しなければならず、中小企業であ
ればその力はますます必要になるでしょう。学生は、
そういったことも視野に入れて学習を進める必要があ
ると思います。

―�オムニバス形式かつ企業経営者の講演が中心の授
業とのことですが、どのような学習成果を重視し
ているのでしょうか

　アウトプットが非常に重要であるという観点から、
毎回の授業で手書きレポートを課しているのですが、
そのレポートの質が回を追うごとに確実に上がってい
る点は、学習成果の一つとして挙げられると思います。
説明者の意図をきちんと反映しているか、感じ取った
ことを正しく自分の意見として読み手に伝えているか、
という部分の質が向上していきます。レポートに関し
ては、趣旨説明以外特別な指導はしていませんが、学
生が自分で学び、目覚め、変化していくのだと感じて
いますし、その感覚を大事にしていければと思います。
　最終講義では、講師の方々と学生がいくつかのグルー
プに分かれ、ディスカッションをおこない、最後に短
い発表をします。不思議な法則なのですが、そのすべ
てのグループ内で発表能力や人を引っ張っていく力の
ある学生が必ずいます。学生たち自身がそれを感じ取
ることも学びの一つであると感じています。

経営学部の取り組み　教員インタビュー
「教育の質保証に向けた取り組みの実質化」

経営学部経営学科　関　孝哉 教授
……………………………………………………………………………………………………………………………………
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―�最終講義の発表の様子を拝見しましたが、発表者
が自信を持って質の高いプレゼンを行っている姿、
そして聞く側の姿勢が整っていることが印象的で
した

　このような学生の成長や隠れた能力を見つけること、
また、多様な講師陣から多岐に渡るお話を伺うことで
の学習意欲の向上や長期的な展望を持てることは、こ
の講義最大の特徴であり、専門知識の修得とは異なる
レベルにおいての学習成果に繋がると感じています。
　また、この講義を通しては、社会人としての最低限
のマナーも教えています。社会に出たら迷惑行為は許
されません。人の話をしっかりと聞くトレーニングも
今のうちに重ねておく必要があります。別件ですが、
以前、ある騒がしい講義についてその場で学生にアン
ケートを実施したところ、９割の学生が「一部の学生が
騒々しくて集中できない」と答えました。この結果を
学生に伝えると、その後講義の雰囲気ががらりと変わっ
たのです。教員から押し付けたルールではなく、学生
自身が決めたルールは、講義の雰囲気作りに大変効果
があるということを実感しました。

―�教育の質保証というテーマのなかで、本授業の果
たす役割とは何でしょうか

　先ほどもお話しましたが、この講義をきっかけに、
他の授業への取り組み方が変わったり、卒業後を意識
した学生生活を送ることができたりするというところ
に、この講義が持つ大きな役割があるのだと思います。
着任当初は、この講義を２年生で受けさせることに懐疑
的だったのですが、実際に学生が変わっていく様子を
見て、経営学部のカリキュラムを成立させていくため
には必要なことであると感じるようになりました。
　個人的な見解ですが、本来大学は「１×０（ゼロ）が
なぜ０になるのか（そもそも自然数でない概念をどのよ
うに定義するか）」といった、社会の利益に直ぐには繋
がらないかもしれない理論的探求、いわゆる基礎研究
の場であると考えています。しかし、経営学のように、

「実学」として「2×3=6」といったノウハウを教授す
ることもやはり必要で、企業もそれを求めています。

我々経営学部はそれを徹底的に追及すべきで、この講
義ではまさに実務経験に裏打ちされたノウハウの一端
に触れるとともに、様々な発想の掛け合わせで物事を
考える力を養っていると考えます。

―�課程を通して学生に身に付けて欲しいこと、そし
て「経営総合特論」の展望をお聞かせください

　経営学部における私の役割は、学生にコーポレート
ガバナンスを教えることです。企業の経営者はできる
だけ社員と向き合い、正直に経営していくことが大変
重要です。企業の経営者として恥ずかしくない態度や、
受託者責任を果たす上ですべきではないことなどを、
日々学生に教えるようにしています。大事なのは学生
が理解しているかどうか、という点で、それを測るた
めにもやはり日常的にアウトプットをさせることは必
要です。
　「良い企業」とは、「正直であること」に尽きると思
います。学生がそれを学び、人を見る目や判断能力を
身に付け、学生自身もそれを規範として行動してほし
いと願っています。
　多くの経営者は目先の課題に追われ、張り詰めた毎
日を送っています。今の学生も、将来そのような立場
に置かれることや、時には絶望することもあるでしょ
う。そうなった際に、この講義で聞いた話を少しでも
思い出し、問題解決の一助になってくれればと思いま
す。
　最後になりましたが、このような教育を実践できる
のも、同友会のご協力があってこそです。何年にも渡
り多様な業界から講師としてお越し頂き、学生に貴重
なお話をいただいています。同友会の皆さまには感謝
してもしきれません。この場を借りて改めて御礼申し
上げます。

―ありがとうございました

〈インタビュアー〉
� 学長室 総合経営企画課　 大石大祐　佐々木愛美
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アンケート分析

新入生アンケートの実施について

　2019年度入学生を対象に、新入生アンケートを Web
方式にて実施しました。回答率は全学で78.6％と対前
年度で7.2ポイントのマイナスとなりました。Web ア
ンケートに移行した2017年度は94.2％の回答率だった
ことを踏まえ、ここ２年間の回答率低下は、アンケート
実施媒体の問題ではなく、その実施方法に課題があるこ
との証左であり、次年度に向けた改善が求められます。

大学選択基準の傾向に大きな変化なし
高校生への認知度は依然低い状況

　新入生の大学選択基準を見ると、第一優先事項とし
て「学びたい学部 ・ 学科がある」、それに続く要素とし
て「教育課程や授業が自分に合っている」、「アクセス
至便」、「自宅から通学可」が挙げられました。また学
生支援の項目では、就職 ・ 資格支援が高く、奨学金や
生活支援を重視する学生は極少数に留まる傾向は、こ
こ数年変化は見られません。（図１）
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大学での学習に対する不安は増加 

大学生活を始めるにあたっての不安について、学習面、

キャリア形成面で高くなる傾向は、他の大学を見ても同様

です。その中でも学習面での不安を抱える新入生の割合は、
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割を超える結果となりました。（図4） 

 

こうした学習面での不安に対する大学の対応として期
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な受験校として認知される経緯が伺えます。（図２）
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※回答数が 20%を越える項目のみ掲載 

　こうした学習面での不安に対する大学の対応として
期待されるのが、リメディアル教育と呼ばれる不足し
ている基礎学力を補うために行われる教育です。
　入学者選抜の時期や方法の多様化により、大学入学
時点での基礎学力の格差拡大が指摘される中、カリキュ
ラムを期待する学修成果をあげられるよう機能させる
ためには、科目履修の前提として求める知識を提示す
るとともに、それを補うリメディアル教育の充実が求
められます。
　補習授業に取り組む学部では、成績不振による本来
的な受講対象学生の参加が芳しくないなど課題を抱え
ており、一方では学習面で不安を抱える学生が相談で
きる専門職を配した窓口がないなど、制度として機能
させるには多くの課題があります。教育の質保証のあ
り方が問われる昨今、カリキュラムはリメディアル教
育を含めた設計、実施体制の構築が前提となりつつあ
り、本学でもその対応を模索する必要があると考えます。
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